
鶴見大学・鶴見大学短期大学部における公的研究費に関するコンプライアンス教育及び啓発活動実施計画 

 

令 和 ４ 年 ６ 月 ２ ７ 日 

（令和５年８月７日改正） 

統 括 管 理 責 任 者 決 定 

 

鶴見大学公的研究費取扱規程第５条第３項の規定により、標記の計画を以下のとおり策定する。 

 

 コンプライアンス教育 

公的研究費の使用ルールやそれに伴う責任、自らのどのような行為が不正に当たるのかなどを理解させる。 

対象 内容 時間・回数・実施時期 

・専任教員 

・大学院生、専攻生、研究生 

・本学で研究を行う研究員 

・公的研究費で研究活動を行う教員 

・本学で研究を行う非常勤教員(*) 

・公的研究費を取り扱う事務職員 

APRIN eラーニングプログラム (eAPRIN)の

受講 

*「本学で研究を行う非常勤教員」を除く。 

2年に 1回（7～9月） 

JSPS研究倫理教育教材「科学の健全な発

展のために－誠実な科学者の心得－」の

通読 

新規着任時に 1回 

※ 「本学で研究を行う」とは、本学が研究実施場所であることのほか、本学の所属として研究活動を行うことを含む。 

 

 啓発活動 

不正を起こさせない組織風土を形成するために、不正防止に向けた意識の向上と浸透を図る。 

対象 内容 時間・回数・実施時期 

･ コンプライアンス推進責任者 

･ コンプライアンス推進副責任者 

既存の会議（大学運営協議会や教授会等）を

通じた意識啓発 
年 1回以上 

全ての構成員 
グループウェア・メール等による情報共有、

ポスターの掲示等 
少なくとも四半期に１回程度 

 

https://www4.kitei-kanri.jp/2kw/tsurumi/browse.php?action_treeList&rule=373&public_id=2

